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　火劇の動き
一一縦潟1穏現鞍一一

男　　裾服総蕪鋤

女燕，859墜鱒
欝　　　9，595磐鋤

世帯数2i，釧篠繕鵜

　　1揃穏難較

錘

舞

澤

鷺

葬

駿

鶴

購蓮翼

纈

藁

灘

導’

轍

難
簾
…

　
　
額

獲難　　
　
㈱

　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
翻
臨
．

繋

鰍　　　’

露

　灘撚

纏
嚢

1甲一難　難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輩ウ　　職
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辮
霧衷　　　　霧

　　　　　　　　　　　　r薄味でバランスのとれた食生
食欲の秋に　　　　　　活」を勧めるため、町では、農協

　　　　　　　　　　　と食生活改善推進委員の協力を得

鯛理実習≦温態欝郷鋤
　　　　　　　　　　　　（写真は11月2日の木落会場）
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鵬
懸

灘

　　照　．
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　　　　藁1

難

11月の休日救急医

．
謹

　繍

棚

17日大島医院（川原町）

23日千手診療所

24日中条病院（中条）

12月上句の予定

1日山口医院（下条）
8日至誠堂医院（西浦町）
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秋
の
味
覚
の
『
麟
馳
麗
暫
勿
』

会
員
に
お
届
け
し
ま
し
た

　
川
西
町
は
、
企
業
の
誘
致
、
地
場
産
業
の
育
成
、
観
光

開
発
な
ど
と
、
行
政
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
若
者
が
定
住
で

き
る
豊
か
な
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
地
域
産
業
お
こ
し
や
村
お
こ
し
対
策

と
し
て
、
都
会
と
の
多
面
的
な
交
流
を
実
施
し
て
い
く
必

要
性
が
叫
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
ふ
れ
あ
い
パ
ッ
ク
事
業
を
創
設
し
、
　
「
ふ
れ

あ
い
パ
ッ
ク
の
会
」
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。
町
民
と
会
員

と
の
心
の
触
れ
合
い
を
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
生
か
そ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

「ふれ愛パック」の中身です

　
先
月
二
十
一
日
か
ら
二
士
二
日
に
か
け
て
、
克
雪
セ
ン

タ
ー
で
、
商
工
会
、
農
協
、
役
場
の
担
当
職
員
が
、
　
「
ふ

れ
愛
パ
ッ
ク
」
づ
め
作
業
を
し
、
二
士
二
日
の
午
後
に
発

送
し
ま
し
た
。
数
は
百
二
十
五
個
、
遠
く
は
熊
本
県
や
兵

庫
県
あ
て
の
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
ふ
れ
愛
パ
ッ
ク
」
は
、
今
回
が
初
の
発
送
で
し
た
の

で
、
至
ら
な
か
っ
た
点
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
会
員

の
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
ご
意
見
ご
希
望
を
い
た
だ
き
、
改
善

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　碑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　昌　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　鼎　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　鴫　　　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　冒　　　　　　　　一　　　　　　　　層　　　　　　　　一　　　　　　　　，　　　　　　　一　　　　　　　需　　　　　　　一　　　　　　－　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　曹　　　　　一　　　　の　　　　層　　　　，　　　　一　　　一　　　一　　　一　　甲　　－　　一　　一　・　9　昌　．
．・o

今回のメニューは

　コシヒカリやきのこ汁セット

　
川
西
町
の
秋
の
味
覚
を
い
ろ
い
ろ

取
り
そ
ろ
え
た
十
月
の
パ
ッ
ク
を
、

二
十
三
日
に
会
員
の
皆
さ
ん
の
お
手

元
に
発
送
し
ま
し
た
。

　
今
回
お
届
け
し
た
ふ
る
さ
と
の
昧

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
基
礎
品
目

・
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
（
精
米
三
キ
ロ

グ
ラ
ム
）

・
き
の
こ
汁
セ
ッ
ト
（
四
人
前
）

・
く
り
（
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

▽
選
択
品
目

・
ナ
メ
コ
、
シ
メ
ジ
（
そ
れ
ぞ
れ
五

　
百
グ
ラ
ム
）
　
・
い
も
類
　
・
柿

・
食
用
菊
　
・
漬
け
物
類

・
モ
チ
米
（
精
米
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
こ
れ
ら
を
お
い
し
く
召
し
上
が
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
調
理
方
法
一

ロ
メ
モ
を
付
け
ま
し
た
。

十
二
月
は

切
り
モ
チ
、
野
沢
菜
漬
け
…

☆
十
二
月
の
メ
ニ
ュ
ー

▽
基
礎
品
目

・
切
り
モ
チ
　
・
野
沢
菜
漬
け

・
干
そ
ば
　
・
豆
菓
子

・
サ
ー
ビ
ス
品
（
パ
ッ
ク
を
開
け
て

　
か
ら
の
お
楽
し
み
品
で
す
）

ど
な
た
で
も

　
　
　
会
員
に
な
れ
ま
す

　
会
員
に
は
、
川
西
町
の
出
身
者
に

限
ら
ず
、
心
の
ふ
る
さ
と
を
求
め
た

い
方
、
ふ
る
さ
と
の
昧
を
楽
し
み
た

い
方
、
ど
な
た
で
も
な
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
お
届
け
す
る
産

物
の
品
質
と
鮮
度
を
保
つ
た
め
、
翌

日
配
達
が
可
能
の
地
区
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
会
費
は
年
額
一
万
五
千
円
で
す
。

ほ
か
に
入
会
金
三
千
円
（
三
年
間
有

効
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
会
員
の
方
に
は
、
特
産
品
を
年
三

回
お
届
け
す
る
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
等

へ
の
参
加
な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　
「
ふ
れ
あ
い
パ
ッ
ク
の
会
事
務
局
」

〔
〒
9
4
8
1
0
1
新
潟
県
中
魚
沼

郡
川
西
町
大
字
水
口
沢
一
二
番
地
（

川
西
町
役
場
農
政
係
内
）
魯
0
2
5

7
（
6
8
）
3
1
1
1
〕
へ
申
込
書

を
請
求
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

い
ろ
ん
な
物
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
安
市

　
秋
も
深
ま
り
、
お
忙
し
い
毎
日
か

と
存
じ
ま
す
。

　
十
月
二
十
四
日
、
確
か
に
「
ふ
れ

愛
パ
ッ
ク
」
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
物
が
入
っ
て
い
て
、
う

れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
調
理
方
法
一
ロ
メ
モ
を
見
な
が
ら

う
れ
し
く
な
り
ま
し
た

八
重
樫
芳
江
さ
ん

料
理
を
し
て
、
み
ん
な
で
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
ち
ら
は
、
も
う
少
し
で
、
ま
た

真
っ
白
な
雪
の
世
界
と
な
り
ま
す
ね
。

　
ご
健
康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ

け
て
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
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　　　　　　　　　　　　　社　　　　　　　　　　　会　　　　　　　　　曇　　　　　　加　　　　糸　　んね

　　　　　笙誕が

　
　
　
川
西
町
の
仲
介
に
よ
っ
て
、
高
橋

　
　
工
務
店
と
大
東
紡
織
が
協
力
し
、
ね

　
　
ん
糸
加
工
事
業
を
始
め
る
こ
と
に
な

　
　
り
ま
し
た
。

　
　
　
新
会
社
は
、
高
橋
工
務
店
が
設
立

　
　
し
ま
す
。
こ
れ
に
大
東
紡
織
が
ね
ん

　
　
糸
機
や
合
糸
機
な
ど
の
機
械
を
有
償

　
　
で
貸
与
し
、
外
注
加
工
に
出
す
と
と

　
　
も
に
、
技
術
指
導
と
工
場
運
営
に
つ

　
　
い
て
も
全
面
的
に
協
力
す
る
と
い
う

　
　
形
で
誕
生
し
ま
す
。

　
　
　
会
社
名
は
、
㈲
ト
ー
コ
ー
（
大
東

　
　
紡
織
の
東
と
高
橋
工
務
店
の
高
を
採

　
　
っ
て
片
仮
名
に
す
る
）
と
付
け
ら
れ

　
　
ま
す
。
工
場
の
場
所
は
上
野
地
内
で
、

　
　
北
原
堤
の
北
側
で
す
。

　
　
　
操
業
開
始
は
今
年
の
十
二
月
下
旬

　
　
で
、
従
業
員
は
十
二
人
（
男
女
半
々
）

　
　
く
ら
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
の

　
　
こ
と
で
す
。
年
間
生
産
量
は
ね
ん
糸

ー
量
で
約
三
百
ト
ン
、
か
せ
量
で
約
百

ヨ人
八
十
ト
ン
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

望
　
　
先
月
十
六
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

か
高
橋
工
務
店
と
大
東
紡
織
、
そ
れ
に

右ー
川
西
町
の
三
者
が
、
　
「
工
場
立
地
に

長社
関
す
る
協
定
書
」
を
取
り
交
わ
し
ま

誘
し
た
・

鍋
　
　
高
橋
工
務
店
の
高
橋
寛
治
社
長
は
、

仁
　
「
ま
っ
た
く
の
商
売
違
い
で
す
が
、

サ
大
東
紡
織
の
協
力
や
町
の
援
助
を
い

び
セ割

た
だ
い
て
新
会
社
を
軌
道
に
乗
せ
、

齪
地
域
の
お
役
に
立
ち
た
い
」
と
抱
負

　
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

転
用
制
度
の
あ
ら
ま
し

　
農
地
は
、
昔
か
ら
多
く
の
人
々
が

苦
労
し
て
築
き
上
げ
て
き
た
地
域
の

貴
重
な
資
源
で
す
。

　
無
断
転
用
は
周
り
の
人
々
に
大
き

な
迷
惑
を
か
け
ま
す
。
転
用
す
る
と

き
は
農
業
委
員
会
を
通
じ
て
、
秩
序

あ
る
転
用
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
転
用
す
る
農
地
が
、
農
業
振
興
地

域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
一
般
に

は
略
し
て
農
振
法
と
い
っ
て
い
る
）

の
規
定
に
よ
る
農
用
地
区
域
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
変
更
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
農
地
を
守
る
の
は
あ
な
た
で
す
。

農
地
転
用
と
は
・
…

　
農
地
転
用
と
は
、
農
地
等
を
住
宅

や
工
場
な
ど
の
建
物
の
敷
地
、
資
材

置
場
、
駐
車
場
は
も
と
よ
り
、
道
路
、

山
林
な
ど
の
農
地
以
外
の
用
途
に
使

う
こ
と
で
す
。

■
転
用
許
可
を
必
要
と
す
る
「
農
地

等
」

　
水
田
、
畑
、
樹
園
地
等
の
農
地
の

ほ
か
に
採
草
放
牧
地
も
含
ま
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
採
草
放
牧
地
の
所
有
者
、

利
用
者
が
自
ら
そ
の
採
草
放
牧
地
を

転
用
す
る
場
合
に
は
許
可
が
い
り
ま

せ
ん
。

　
農
地
で
あ
る
か
ど
う
か
は
現
況
に

よ
っ
て
判
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
土
地

登
記
簿
上
の
地
目
と
一
致
し
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

転
用
は
二
種
類

　
転
用
に
は
次
の
二
種
類
が
あ
り
ま

す
。

qD
農
地
の
所
有
者
、
耕
作
者
が
自
ら

　
そ
の
農
地
を
転
用
す
る
場
合
（
農

地
法
第
四
条
）

㈱
農
地
の
使
用
収
益
権
を
持
た
な
い

　
人
が
農
地
の
所
有
者
、
耕
作
者
か

　
ら
農
地
を
買
い
受
け
、
借
り
受
け
、

　
あ
る
い
は
使
用
収
益
権
の
移
転
を

．
受
け
て
転
用
す
る
場
合
（
農
地
法

第
五
条
）

許
可
申
請
の
提
出

　
面
積
に
よ
っ
て
許
可
権
者
が
違
い

ま
す
。
同
一
の
事
業
の
た
め
に
転
用

す
る
面
積
が
、

ρ5

』7ぜ猟

　あ’

一一イ　
」ム

　あC〉幽紳

▼
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
場
合

農
業
委
員
会
に
許
可
申
請
を
提
出

し
て
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を

受
け
ま
す
。

▼
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
場
合

都
道
府
県
知
事
に
許
可
申
請
を
提

出
し
て
、
農
林
水
産
大
臣
の
許
可

を
受
け
ま
す
。

無
断
転
用
に
は

　
　
　
厳
し
い
措
置

　
無
断
転
用
者
に
は
、
都
道
府
県
知

事
が
工
事
を
中
止
さ
せ
、
農
地
に
復

元
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
、
最
高
三

年
以
下
の
懲
役
、
百
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。



広報かわにし／昭和60年11月10日発行””ll”””””””1”””””1””1””1”””II””1”””lll””””””1”1”lll””””””1”ll”ll””””””””o”1””””””””1”II”1””1【4】

　国勢調査川西町の状況

前回より460人の減少

　
十
月
一
日
に
実
施
し
た
国
勢
調
査

の
川
西
町
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。　

こ
れ
は
、
後
日
総
務
庁
統
計
局
が

公
表
す
る
ま
で
は
、
正
規
の
数
値
と

し
て
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
ほ
ぼ
変

更
が
な
い
も
の
と
考
え
、
次
ぺ
ー
ジ

の
表
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
前
回
（
昭
和
五
十
五
年
）
の
国
勢

調
査
と
比
較
し
ま
す
と
、
人
口
で
は

四
百
六
十
人
の
減
、
世
帯
で
は
四
十

三
世
帯
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
．
四
．

唾
新
し

い

年
金
制
度

ス
タ
ー
ト
は
来
年
四
月

　
新
し
い
年
金
制
度
が
来
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
年
金
改
正
の
基
本
は
、
　
「
人
口
の
高
齢
化
、
産
業
構

造
、
就
業
構
造
な
ど
の
社
会
的
な
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
公
的

年
金
制
度
を
長
期
に
わ
た
っ
て
健
全
か
つ
安
定
的
に
運
営
し
て
い
く

た
め
の
基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
」
に
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
年
金
制
度
の
中
で
最
も
大
事
な
「
公
平
」
と
い
う
こ

と
を
貫
い
て
年
金
の
改
正
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

…
▼
改
正
の
柱

…
・
制
度
体
系
の
再
編
成

…
・
給
付
と
負
担
の
適
正
化

一
・
婦
人
の
年
金
権
の
確
立

新
国
民
年
金
に

　
　
加
入
す
る
人

■
強
制
加
入
者

　
新
し
い
国
民
年
金
へ
の
加
入
は

次
の
三
種
類
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

①
第
一
号
被
保
険
者

〔
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
二
十

歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
自
営
業
者

や
そ
の
家
族
な
ど
〕

＊
現
在
、
国
民
年
金
に
強
制
加
入

　
し
て
い
る
自
営
業
者
な
ど
の
人

　
た
ち
は
、
特
に
資
格
の
変
更
は

・
基
礎
年
金
の
財
源
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

▼
国
民
年
金
の
改
正
点
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

・
被
保
険
者
の
適
用
範
囲
の
拡
大
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

・
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
制
度
に
発
展
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
価

な
く
、
第
一
号
被
保
険
者
と
な

　
り
ま
す
。

＊
こ
れ
ま
で
任
意
加
入
の
対
象
と

　
な
っ
て
い
た
次
の
よ
う
な
人
も

強
制
加
入
の
第
一
号
被
保
険
者

　
と
な
り
ま
す
。

GD

他
の
公
的
年
金
制
度
か
ら
障

害
年
金
を
受
け
て
い
る
人
と
そ

　
の
配
偶
者
お
よ
び
遺
族
年
金
を

受
け
て
い
る
人

㈱
他
の
公
的
年
金
制
度
で
老
齢

　
（
退
職
）
年
金
の
受
給
資
格
を

満
た
し
て
い
る
人
と
そ
の
配
偶

者

⑥
国
会
議
員
、
地
方
議
会
議
員

と
そ
の
配
偶
者

②
第
二
号
被
保
険
者

〔
厚
生
年
金
（
船
員
保
険
を
含
む
）

の
被
保
険
者
〕

＊
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
の
両
方

　
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＊
二
十
歳
未
満
、
ま
た
は
六
十
歳

　
以
上
の
人
も
厚
生
年
金
加
入
中

　
は
、
第
二
号
被
保
険
者
に
な
り

　
ま
す
。

＊
保
険
料
は
、
国
民
年
金
の
分
も

　
含
め
て
厚
生
年
金
で
納
め
ま
す
。

③
第
三
号
被
保
険
者

〔
厚
生
年
金
加
入
者
（
船
員
保
険

を
含
む
）
の
配
偶
者
で
二
十
歳
以

上
六
十
歳
未
満
の
人
〕

＊
厚
生
年
金
加
入
者
の
配
偶
者
で

　
あ
っ
て
も
、
被
扶
養
者
と
し
て

　
認
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
例

　
え
ば
配
偶
者
自
身
が
自
営
業
を

　
営
ん
で
い
て
相
当
の
収
入
が
あ

　
る
場
合
な
ど
は
、
第
一
号
被
保

　
険
者
と
な
り
ま
す
。

＊
保
険
料
は
、
配
偶
者
が
加
入
し

　
て
い
る
厚
生
年
金
で
ま
と
め
て

　
納
め
ま
す
。

■
任
意
加
入
者

　
次
の
よ
う
な
人
は
、
希
望
を
す

れ
ば
、
　
「
第
一
号
被
保
険
者
」
と

し
て
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

　
ヤ～

く
し

　
ノ

ま
す
。

①
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の

自
営
業
者
な
ど
で
次
の
人

＊
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

　
間
を
満
た
し
て
い
な
い
人

＊
保
険
料
未
納
期
間
や
ヵ
ラ
期
間

　
が
あ
る
た
め
、
満
額
の
老
齢
基

　
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
人

（
繰
り
上
げ
支
給
を
受
け
て
い
る

人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
）

②
外
国
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
以

上
六
十
五
歳
未
満
の
日
本
人

③
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人

で
学
生
、
ま
た
は
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
か
ら
老
齢
（
退
職
）
年
金

を
受
け
て
い
る
人

　海外に居住する
や
　20歳以上
　65歳未満
　の日本国民　∠

任意加入

、
ひ
4

戸
、
し

　　　舎

60歳以上65歳未満

Ψも懐

、

）
・
照

ん

　
メ擁

怒

う〃
鑑＿
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昭和60年国勢調査（概数）と昭和55年国勢調査の比較

　事項
町名

60年国勢調査 55年国勢調査 比　　　　　　較
世帯数 男 女 計 世帯数 男 女 計 世帯数 男 女 計

中　島　町 44 82 84 166 47 81 101 182 △3 1 △17 △16
山　野　田 31 60 65 125 33 62 68 130 △2 △2 △3 △5

発電所通り東 34 70 79 149 36 68 81 149 △2 2 △2 0
発電所通り西 42 77 92 169 41 84 90 174 1 △7 2 △5

下　　　平 0 0 0 0 1 1 1 2 △1 △1 △1 △2

永久公舎 7 10 11 21 13 20 18 38 △6 △10 △7 △17
栄　　　町 43 81 81 162 30 50 51 101 13 31 30 61
山野田住宅 12 9 7 16 11 6 14 20 1 3 △7 △4

県営住宅 10 8 7 15 10 9 7 16 0 △1 0 △1

朝　日　町 26 55 45 100 8 16 14 30 18 39 31 70
四　郎　兼 32 68 69 137 30 63 67 130 2 5 2 7
東善　寺 37 72 83 155 37 69 94 163 0 3 △11 △8

上　　　町 25 52 55 107 23 56 54 110 2 △4 1 △3

中　央　町 31 51 55 106 30 50 50 100 1 1 5 6
田　中　町 40 83 82 165 42 87 82 169 △2 △4 0 △4

神社　町 32 64 73 137 31 69 77 146 1 △5 △4 △9

学校　町 60 120 119 239 57 115 124 239 3 5 △5 0
中屋敷 44 89 100 189 46 97 107 204 △2 △8 △7 △15
寺　　　尾 47 85 76 161 49 86 78 164 △2 △1 △2 △3

木　　　島 59 113 121 234 58 107 113 220 1 6 8 14
沖　　　立 86 191 195 386 87 201 204 405 △1 △10 △9 △19
伊　　　友 75 168 179 347 75 185 183 368 0 △17 △4 △21

高原　田 66 130 140 270 61 124 135 259 5 6 5 11

坪　　　山 46 112 111 223 47 119 117 236 △1 △7 △6 △13
霜　　　条 42 87 81 168 40 92 85 177 2 △5 △4 △9

鶴　　　吉 11 27 28 55 11 31 31 62 0 △4 △3 △7

小　　　言 982 1，964 2，038 4002 954 1，948 2，046 3，994 28 16 △8 8
上　　　野 181 354 371 725 184 367 386 753 △3 △13 △15 △28
元　　　町 59 133 136 269 59 154 133 287 0 △21 3 △18
新町新田 72 152 161 313 75 154 163 317 △3 △2 △2 △4

下平新田 53 106 87 193 46 106 84 190 7 0 3 3
三　　　領 29 65 58 123 29 77 62 139 0 △12 △4 △16
小　根　岸 18 39 37 76 16 43 40 83 2 △4 △3 △7

なかまの家 1 16 14 30 0 0 0 0 1 16 14 30
小　　　計 413 865 864 1，729 409 901 868 1，769 4 △36 △4 △40
木　　　落 90 190 203 393 90 196 195 391 0 △6 8 2
寺　ケ　崎 13 25 23 48 12 25 20 45 1 0 3 3
塩　　　辛 19 40 46 86 19 42 45 87 0 △2 1 △1

仁　　　田 146 278 305 583 149 302 324 626 △3 △24 △19 △43
野　　　口 115 241 259 500 117 259 260 519 △2 △18 △1 △19
四　十歩 2 4 4 8 3 5 6 11 △1 △1 △2 △3

原　　　田 31 74 71 145 31 78 72 150 0 △4 △1 △5

根　　　深 21 45 51 96 23 49 63 112 △2 △4 △12 △16
下　　　原 19 40 52 92 19 50 53 103 0 △10 △1 △11
小　　　計 456 937 1，014 1，951 463 1，006 1，038 2，044 △7 △69 △24 △93
中　仙　田 114 219 230 449 117 232 236 468 △3 △13 △6 △19
室　　　島 61 114 120 234 63 127 131 258 △2 △13 △11 △24
小　　　脇 22 38 37 75 24 40 41 81 △2 △2 △4 △6

高　　　倉 30 54 41 95 37 67 59 126 △7 △13 △18 △31
藤　　　沢 1 3 2 5 16 37 33 70 △15 △34 △31 △65
田　　　戸 25 38 451 83 29 50 54 104 △4 △12 △9 △21
越　ケ　沢 1 1 3 4 12 25 22 47 △11 △24 △19 △43
赤　　　谷 55 109 126 235 58 129 138 267 △3 △20 △12 △32
岩　　　瀬 55 105 105 210 59 107 120 227 △4 △2 △15 △17
大　　　倉 9 14 13 27 12 25 18 43 △3 △11 △5 △16
大　白　倉 34 50 55 105 41 68 76 144 △7 △18 △21 △39
小　白　倉 57 108 111 219 64 128 113 241 △7 △20 △2 △22
小　　　計 464 853 888 1，741 532 1，035 1，041 2，076 △68 △182 △153 △335
合　　　計 2，315 4，619 4，804 9，423 2，358 4，890 4，993 9883 △43 △271 △189 △460
（注）後旧総務庁統計局で公表する数字と異なる場合があります。
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名
誉
町
民

藤
巻
先
生
に
お
別
れ

故藤巻力雄先生

　
名
誉
町
民
の
藤
巻
力
雄
先
生
が
、

先
月
九
日
に
九
十
一
歳
の
天
寿
を
全

う
さ
れ
ま
し
た
。

藤
巻
先
生
は
、
大
正
七
年
に
医
師

免
許
を
取
得
さ
れ
、
同
九
年
、
上
野

に
藤
巻
医
院
を
開
業
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
六
十
有
余
年
に
わ
た
っ
て
、
地

域
住
民
の
医
療
に
慈
愛
の
精
神
で
携

わ
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
の
委
員
を
始
め
、
長
年
に
わ
た
る

学
校
医
や
老
人
医
療
な
ど
へ
の
公
的

な
活
動
に
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、

郡
医
師
会
長
も
お
務
め
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
っ
て
、
昭
和

四
十
九
年
に
は
勲
五
等
双
光
旭
日
章

に
輝
か
れ
、
五
十
一
年
に
は
第
一
号

の
名
誉
町
民
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
藤
巻
先
生
の
ご
遺
徳
を

し
の
び
、
先
月
二
十
日
に
上
野
小
学

校
体
育
館
で
公
葬
を
行
い
ま
し
た
。

　
公
葬
に
は
、
ご
遺
族
、
町
政
功
労

者
、
町
議
会
議
員
、
各
種
団
体
長
、

上
野
地
区
の
関
係
者
な
ど
、
約
百
八

十
人
が
参
列
し
、
先
生
と
最
後
の
お

別
れ
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
区
の
方
々
も
大
ぜ
い
訪

れ
、
藤
巻
先
生
の
ご
め
い
福
を
お
祈

り
し
ま
し
た
。

上野小学校で公葬
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じ

…
「
あ
て
に
な
る
人
に
な
れ
」
　
皿

庸
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曹

先
生
の
教
え
を
た
い
せ
つ
に
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
小
学
校
児
童
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
沢
恵
美
子
（
六
年
）

藤
巻
先
生
〃
”

先
生
は
上
野
小
学
校
の
校
医
と
し

て
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
五
十
六
年

ま
で
六
十
一
年
と
い
う
長
い
間
、
子

供
た
ち
や
先
生
方
の
健
康
を
守
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
一
年
生
の
時
ま
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も
に
こ
に

こ
と
優
し
か
っ
た
先
生
の
こ
と
は
、

今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
お
り
ま

す
。　

保
育
園
の
時
は
、
泣
か
な
い
で
健

康
診
断
を
受
け
る
と
、
ガ
ム
な
ど
ほ

う
び
に
い
た
だ
い
て
喜
ん
だ
も
の
で

し
た
。

　
二
年
生
の
時
、
先
生
が
校
医
を
や

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
お
別
れ
の

式
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
先
生
は
、

「
人
間
は
百
姓
で
も
会
社
員
で
も
先

生
で
も
何
に
な
っ
て
も
よ
い
。
し
か

し
悪
い
こ
と
は
絶
対
に
し
て
は
い
け

な
い
。
悪
い
こ
と
を
す
る
と
頭
が
重

く
な
っ
て
病
気
に
な
り
や
す
く
な
る
。

そ
れ
か
ら
、
あ
の
人
な
ら
だ
い
じ
ょ

う
ぶ
だ
と
人
か
ら
あ
て
に
さ
れ
る
人

間
に
な
ろ
う
。
人
に
何
か
を
頼
ま
れ

た
ら
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
考

え
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
や
ろ

う
。
そ
し
て
、
先
生
や
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
の
い
う
こ
と
を
よ
く
聞
い
て
、

し
っ
か
り
勉
強
し
よ
う
」
と
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
毎
年
卒
業
生
が
い
た
だ
い
て
い
る

藤
巻
賞
の
ア
ル
バ
ム
に
も
、
　
「
あ
て

に
な
る
人
に
な
れ
」
と
、
先
生
の
文

字
が
力
強
く
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
先
生
の
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
人
間
と
し
て
の
正
し
い
道
を

ま
っ
す
ぐ
に
歩
い
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
お
誓
い
し
て
、
私
た

ち
の
悲
し
い
お
別
れ
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　
藤
巻
先
生
　
さ
よ
う
な
ら
　
ど
う

ぞ
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
公
葬
で
の
弔
辞
を
掲
載
）

　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　唖　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　帰　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　一　　　　　　　　　爾　　　　　　　　　一　　　　　　　　　骨　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　甲　　　　　　　甲　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　．　　　　　o　　　　　臼　　　　　一　　　　り　　　　一　　　　〇　　　一　　　，　　　甲　　　一　　●　　曹　　一　畠　雪　o　一
一冒一

川西中学校

庭野校長先生

安らかに……

　
十
月
五
日
、
急
性
心
不
全
の
た
め

急
逝
さ
れ
た
川
西
中
学
校
の
庭
野
忠

男
校
長
先
生
（
五
十
七
歳
・
十
日
町

市
出
身
）
の
学
校
葬
が
、
十
月
十
二

日
に
中
学
校
の
体
育
館
で
行
わ
れ
、

関
係
者
が
故
人
の
ご
め
い
福
を
お
祈

り
し
ま
し
た
。

　
庭
野
校
長
先
生
は
、
昭
和
二
十
三

年
か
ら
教
壇
に
立
ち
、
三
十
七
年
も

の
長
き
に
わ
た
っ
て
教
育
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

庭野校長先生の学校葬
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「
民

俗
」

を

特

集

こ
ぼ
れ
話
第
七
集
今
月
末
に
刊
行

　
『
町
史
こ
ぼ
れ
話
－
第
七
集
』
の

編
さ
ん
作
業
を
急
い
で
い
ま
す
。
今

月
末
日
に
は
刊
行
の
予
定
で
す
の
で
、

再
び
皆
さ
ん
の
書
架
に
加
え
て
い
た

だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
今
回
の
　
『
こ
ぼ
れ
話
』
は
、
こ
の

地
方
の
昔
か
ら
の
し
き
た
り
や
風
習
、

生
活
な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
「

民
俗
」
で
一
冊
と
し
て
み
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
日
常
は
、
様
々
な
場
面

で
い
わ
ゆ
る
民
俗
と
い
う
伝
統
や
習

慣
な
ど
が
作
用
し
て
い
ま
す
。

　
神
仏
の
信
仰
に
始
ま
り
、
年
中
の

行
事
、
親
か
ら
子
に
伝
え
ら
れ
る
様

様
な
習
慣
、
生
活
の
知
恵
な
ど
、
こ

れ
ら
は
、
日
々
の
生
活
と
切
り
離
せ

な
い
ば
か
り
で
な
く
、
生
き
る
た
め

の
源
泉
と
も
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
世
の
中
の
進
展
と
と

も
に
、
こ
う
し
た
貴
重
な
生
活
文
化

が
急
速
な
形
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の

も
事
実
で
す
。

　
今
の
う
ち
に
、
正
し
い
姿
で
保
存
、

伝
承
に
心
が
け
な
い
と
、
近
い
将
来

す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
る
と
き
が
く
る

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
新
潟
県
民
俗
学
会
の
皆
さ
ん
が
、

川
西
町
の
仙
田
地
区
で
民
俗
の
共
同

採
訪
を
実
施
し
た
の
は
、
昨
年
十
月

二
十
七
、
八
の
両
日
で
し
た
。
学
会

員
三
十
五
人
が
来
町
し
、
地
元
か
ら

は
お
年
寄
り
を
中
心
に
約
五
十
人
の

人
た
ち
が
参
集
し
て
、
大
が
か
り
な

民
俗
の
聞
き
取
り
調
査
が
展
開
さ
れ

た
の
で
す
。

　
年
中
行
事
あ
り
、
民
具
あ
り
、
信

仰
、
農
作
業
、
習
俗
、
民
話
、
方
言

な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
と
さ
れ
る

人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
、
幅
広
く
、

奥
深
く
調
査
、
採
訪
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

　
た
ま
た
ま
、
町
史
編
さ
ん
の
過
程

に
あ
る
当
町
で
は
、
こ
れ
を
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
捕
ら
え
、
学
会
員
の
採

訪
記
録
を
町
史
の
中
で
も
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
会
員
各
位
に
は
、
こ
の
お
願
い

を
心
よ
く
ご
承
諾
い
た
だ
き
、
早
々

に
報
告
書
と
し
て
の
玉
稿
を
ち
ょ
う

だ
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
民
俗
学
会
の
皆
さ
ん
は
、
い
ず
れ

も
民
俗
の
研
究
に
か
け
て
は
県
内
外

に
広
く
名
を
は
せ
て
お
ら
れ
る
方
々

ば
か
り
で
す
の
で
、
そ
う
し
た
方
々

の
玉
稿
で
当
町
の
町
史
を
飾
っ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
光
栄

な
こ
と
と
い
え
ま
す
。

　
町
で
は
、
町
史
本
誌
で
の
利
用
は

も
ち
ろ
ん
、
せ
っ
か
く
の
貴
重
な
報

告
書
の
数
々
で
す
の
で
、
　
『
町
史
こ

ぼ
れ
話
』
に
一
括
収
録
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
広
く
町
内
の
皆
さ
ん
に
も
ご

覧
願
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
残
念
な
こ
と
は
、
こ
の
民
俗
採
訪

が
仙
田
地
区
内
に
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
記
述
も
全
町
的
で
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
こ
の
地
方
の
民
俗
は
、
ほ
ぼ
似
か

よ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
今
後
の
町
史
、
そ
の
ほ
か
の

場
面
で
全
地
区
を
網
羅
し
た
民
俗
編

を
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
以
下
に
、
総
括
監
修
者
の
竹
内
道

雄
先
生
の
「
監
修
の
こ
と
ば
に
代
え

て
」
の
一
部
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
第
七
集
の
紹
介
と
い
た
し
ま
す
。

　
『
町
史
こ
ぼ
れ
話
－
第
七
集
』
は
、

新
潟
県
民
俗
学
会
の
会
員
に
よ
っ
て
、

仙
田
地
区
を
中
心
に
し
て
採
訪
、
調

査
さ
れ
た
苦
心
の
業
績
を
拝
借
し
、

収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

県
下
で
名
の
知
ら
れ
た
民
俗
学
界
の

権
威
者
の
労
作
で
あ
っ
て
、
本
誌
に

玉
稿
を
ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
ご
厚
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
さ

に
対
し
、
心
か
ら
深
謝
の
意
を
捧
げ

た
い
。

　
私
は
本
誌
の
監
修
者
と
い
う
役
目

　
　
　
　
　
す
ぺ

が
ら
玉
稿
を
全
て
拝
読
さ
せ
て
も
ら

っ
た
が
、
歴
史
学
の
出
身
で
あ
る
私

に
と
っ
て
、
民
俗
学
は
全
く
の
門
外

漢
で
あ
っ
て
、
教
え
ら
れ
驚
か
さ
れ

る
こ
と
ば
か
り
で
、
監
修
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
え
つ

な
ど
は
、
ま
こ
と
に
借
越
で
あ
り
、

さ
た

沙
汰
の
限
り
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
私
は
十
日
町
市
四
日
町
の
寺
院
（

禅
宗
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
の
で
、
農

村
、
農
家
の
生
活
を
中
心
に
し
た
こ

の
民
俗
調
査
の
細
部
に
つ
い
て
、
最

初
は
わ
か
ら
な
い
点
も
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
私
の
寺
は
田
園
と
森
に
囲

ま
れ
、
寺
の
信
徒
は
ほ
と
ん
ど
農
民

で
そ
の
地
区
は
農
家
で
あ
り
、
子
供

の
時
か
ら
そ
の
生
活
は
見
聞
し
、
ま

た
信
徒
の
農
家
の
手
伝
い
を
や
っ
た

経
験
も
あ
り
、
さ
ら
に
先
住
の
父
は

禅
寺
の
生
活
の
中
に
農
家
の
生
活
を

取
り
入
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、

読
ん
で
い
く
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
と
諸

調
査
の
内
容
が
理
解
さ
れ
、
興
昧
を

持
っ
て
読
み
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。

．
．
：
．
．
（
中
略
）
…
…
私
は
今
回
改
め

て
民
俗
学
会
の
方
々
の
玉
稿
を
読
ま

せ
て
も
ら
い
、
私
ど
も
が
こ
れ
ま
で

日
常
生
活
で
経
験
し
続
け
て
き
た
事

柄
に
つ
い
て
、
あ
た
り
前
の
こ
と
、

む
し
ろ
平
生
“
な
に
げ
な
し
”
で
い

た
こ
と
が
次
々
と
述
べ
ら
れ
て
あ
る

の
で
驚
い
た
次
第
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
ひ
る
が
え
っ
て
考
え
て
み
る
と
、

例
え
ば
、
こ
う
し
た
年
中
行
事
や
日

常
生
活
、
ま
た
種
々
の
民
具
類
等
々
、

一
見
た
わ
い
の
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
民
俗
の
全
て
が
、
農
村
を
、
ま
た

農
民
た
ち
の
生
活
を
直
接
に
支
え
て

き
た
の
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
の
こ
と

に
思
い
及
ん
で
改
め
て
民
俗
学
の
歴

史
に
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
教
示

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
回
調
査
の
対

象
に
さ
れ
た
旧
仙
田
村
と
私
の
出
身

地
で
あ
る
旧
中
条
村
の
平
地
の
地
区

で
は
、
自
然
環
境
が
異
な
っ
て
お
り
、

そ
の
民
俗
の
細
部
に
お
い
て
は
違
い

も
あ
る
が
、
こ
う
し
て
ま
と
め
て
叙

述
し
て
い
た
だ
く
と
共
通
な
点
も
多

く
知
ら
れ
、
全
て
身
近
に
理
解
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
私
は
本
誌
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
様
々
な
民
俗
－
例
え
ば

そ
の
年
中
行
事
の
折
々
の
手
作
り
料

理
の
食
生
活
が
今
日
に
生
か
さ
れ
て

い
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に
か
物
心
両
面

の
生
活
が
豊
か
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う

な
ど
と
、
し
み
じ
み
思
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
…
…
…
（
後
略
）

　
第
七
集
は
一
冊
千
円
、
近
日
中
に

嘱
託
員
を
通
じ
注
文
を
取
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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響皐鯉、

　晴れの日と雨の日が一日交代

といった具合で、10月はスッキ

リしない陽気でした。

　11月に入り、川西の山々の紅

葉は今が盛りですが、もうすぐ

色があせ、雪が舞う季節となり
ます。

　皆さんは、秋野菜の取り入れ

や冬囲いなど、冬を迎える準備

を済まされましたか……。

研修会での意見交換

ぜ5

術
の
叙

　
芸
術
の
秋
I
l
と
題
し
て
、
川
西

町
美
術
協
会
会
員
展
、
川
西
中
学
校

の
学
習
発
表
会
、
川
西
高
校
の
緑
江

祭
の
写
真
を
載
せ
て
み
ま
し
た
。

総合センター）

ワ日）

▼川西高校緑江祭（11月3日）

懸
鋤

　
　
臨
∞
∞

　
　
｛

　
　
奮
蚕
㎜
聰

　
　
　
肺

　
　
　
　
ツ
げ

　
　
　
　
や
　
　
ヤ
　
　
ノ

　
　
　
　
が
も
ヤ

　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
馨
驚

　
　
耀
鵜
窯

▲美術協会会員展（10月12日継

▼川西中の学習発表会（10月27

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
三
分
団
千
寿
会
A
が
優
勝

　
十
月
十
五
日
、
第
八
回
川
西
町
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
川
西
中
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
三
十
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
の
熱

戦
の
結
果
、
三
分
団
干
寿
会
A
が
1
2

対
9
で
一
分
団
寿
会
A
を
破
り
優
勝

し
ま
し
た
。

　
楽
々
第
一
ゲ
ー
ト
通
過
？養

馨
垂

甕
　
”
…
韮

　
湘

魅
力
あ
る

　
　
　
観
光
地
づ
く
り
研
修
会

　
川
西
町
観
光
協
会
で
は
、
先
月
十

六
日
、
商
工
会
館
で
魅
力
あ
る
観
光

地
づ
く
り
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

出
席
者
は
約
六
十
人
で
し
た
。

　
研
修
の
主
題
と
し
て
は
、
町
が
観

光
立
地
診
断
調
査
を
委
託
し
た
、
新

潟
市
の
公
園
等
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
グ
リ
ー
ン
シ
グ
マ
・
相
楽
専
務

取
締
役
を
お
招
き
し
、
川
西
町
の
観

光
立
地
条
件
に
つ
い
て
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
相
楽
さ
ん
は
、
川
西
町
の
観
光
整

備
の
目
標
を
、
　
“
旧
街
道
の
昧
わ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

を
残
し
た
町
、
ブ
ナ
の
若
芽
の
萌
え

る
町
”
を
基
本
に
、
　
「
川
西
の
統
一

イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
」
、
　
「
善
光
寺
街

道
の
風
情
を
生
か
し
た
町
並
み
、
家

並
み
環
境
づ
く
り
」
、
　
「
若
者
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
力
強
い
町
づ
く

り
」
、
　
「
信
濃
川
と
渋
海
川
の
光
と

山
々
の
緑
を
生
か
し
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
基
地
づ
く
り
」
、
「
豪
雪
を

町
の
個
性
に
し
て
し
ま
う
ユ
ニ
ー
ク

発
想
」
、
　
「
隠
れ
た
文
化
の
堀
り
起

こ
し
と
文
化
の
香
り
あ
る
環
境
づ
く

り
」
、
　
「
ふ
る
さ
と
会
員
制
」
を
七

つ
の
柱
に
す
る
よ
う
提
案
さ
れ
ま
し

観
光
協
会
が
実
施

た
。　

ま
た
、
松
葉
荘
周
辺
の
観
光
開
発

に
つ
い
て
は
、
　
「
グ
リ
ー
ン
、
、
ハ
レ
ー

松
葉
沢
公
園
整
備
計
画
」
と
し
て
掲

げ
、
松
葉
荘
修
景
・
水
辺
．
展
望
．

散
策
・
ス
ポ
ー
ッ
・
体
験
－
研
修
の

六
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分
し
て
、
桜
並

木
や
つ
り
橋
、
ス
キ
ー
場
な
ど
を
設

け
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

自
然
や
雪
の
利
用
な
ど
が
話
の
中
心

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
松
葉
荘
の
周
辺
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・
嵩
企
召
小
仁

お
客
・
・
ん

　
高
倉
小
学
校
に
先
月
二
十
一
、
二

十
二
日
と
お
客
さ
ん
が
取
れ
ま
し
た
。

お
客
さ
ん
は
、
甲
南
女
子
大
学
（
神

戸
市
）
四
回
生
の
芹
川
み
さ
子
さ
ん

で
す
。

　
ど
う
し
て
高
倉
小
に
来
ら
れ
た
の

で
す
か
ー

　
「
七
月
上
旬
に
日
本
テ
レ
ビ
系
の

ズ
ー
ム
イ
ン
〃
朝
！
で
高
倉
小
の
こ

，
　
　
　
　
　
　
嚇

と
を
知
り
ま
し
た
。
児
童
二
人
が
伸

び
伸
び
と
学
ぶ
姿
に
感
動
し
、
卒
業

論
文
の
テ
ー
マ
に
高
倉
小
の
複
式
教

育
と
学
校
の
沿
革
を
選
び
ま
し
た
」

　
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
は
ー

　
「
学
校
が
集
落
の
人
た
ち
の
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
て
、
都
会

で
は
味
わ
え
な
い
温
か
い
人
間
関
係

が
児
童
二
人
と
り
2
叔
し
さ
を
吹
き

飛
ば
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
冬
の
厳

し
さ
も
体
験
し
に
来
た
い
で
す
」

　
将
来
は
、
社
会
科
の
先
生
と
し
て

神
戸
か
ふ
る
さ
と
の
山
口
（
長
崎
の

佐
世
保
市
で
生
ま
れ
、
山
口
の
岩
国

市
で
育
っ
た
）
で
高
校
の
教
壇
に
立

ち
た
い
と
い
う
芹
川
さ
ん
で
し
た
。

　
、

心
の
中
に
生
き
る

　
　
　
　
　
　
川
西
の
山

国
分
寺
市

　
過
日
は
、
広
報
紙
を
お
送
り
い
た

だ
き
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
懐
か
し
く
拝
見
い
た

河

水
落
清
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
元
町
出
身
）

し
ま
し
た
。
私
は
実
家
に
い
る
こ
ろ

か
ら
の
「
広
報
か
わ
に
し
」
の
フ
ァ

ン
で
す
。
町
の
様
子
が
よ
く
分
か
り
、

親
し
み
が
持
て
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
を
思
う
と
き
は
、
石
川

啄
木
の
歌
（
ふ
る
さ
と
の
…
…
）
そ

の
も
の
で
す
。
川
西
の
山
に
し
か
ら

れ
、
川
西
の
川
に
励
ま
さ
れ
て
今
日

児
童
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
校
長
先
生

か
ら
音
楽
を
教
わ
る
芹
川
さ
ん

・
－
．
1
1
。
贈
　
。
，
　
　
　
　
一
　
・
D
・
．
●
。
：
．
■
・
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

ま
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
岬
写
吾

ふ
る
さ
と
川
西
の
山
河
が
心
の
中
で
　
瀞
細
り

生
き
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
　
　
　
睾
ぜ

　
私
の
仕
事
は
、
郵
便
窓
口
で
の
受
鴨
照

け
付
け
事
務
で
す
。
川
西
町
あ
て
の
箔
侍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽
●
。
．
・
　
。

物
な
ど
に
出
合
う
と
、
胸
が
キ
ュ
ン

と
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　
川
西
町
で
生
ま
れ
、
川
西
町
で
育

っ
た
こ
と
に
い
つ
も
自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
今
日
ま
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
い
つ
の
日
か
ふ
る
さ
と
を
訪
れ

る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
川
西
町
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
姓
“
押
木
）

　　　　　　　　　　薪　　　　　　　　　霊　㌻き

わ
し
の

　
　
　
　
自

慢
●
一

，ご‘な●

・制瀞鰹

味
わ
い
の
あ
る

ミ
ニ
わ
ら
ぐ
つ

小
脇
佐
藤
林
治
さ
ん

　
「
手
の
先
が
器
用
な
人
で
、
大

ざ
っ
ぱ
な
こ
と
は
仕
事
で
も
な
ん

で
も
絶
対
に
や
り
ま
せ
ん
」
。
佐

藤
さ
ん
の
気
質
を
傍
ら
で
奥
さ
ん

は
こ
の
よ
う
に
評
さ
れ
た
。

　
「
趣
昧
で
力
を
入
れ
て
き
た
も

の
に
は
植
木
が
あ
り
ま
す
。
近
く

の
山
か
ら
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

八
十
鉢
く
ら
い
あ
る
と
思
い
ま
す
。

か
や
ぶ
き
の
民
家
を
題
材
と
し
て
、

色
紙
に
彩
色
画
も
か
き
始
め
ま
し

た
。
ほ
か
に
は
俳
句
と
わ
ら
細
工

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」

　
い
ず
れ
も
り
っ
ぱ
な
も
の
で
あ

り
、
ど
れ
を
取
り
上
げ
て
も
よ
か

っ
た
が
、
味
わ
い
の
あ
る
わ
ら
細

工
の
、
、
・
二
わ
ら
ぐ
つ
に
焦
点
を
合

わ
せ
て
み
た
。

　
「
十
五
年
く
ら
い
前
に
ミ
ニ
の

わ
ら
細
工
を
始
め
ま
し
た
。
冬
場
、

茅
ケ
崎
（
神
奈
川
県
）
の
親
せ
き

の
整
形
外
科
医
院
で
働
い
て
い
ま

し
た
が
、
救
急
当
番
医
で
眠
ら
れ

な
い
夜
が
あ
り
ま
し
て
ね
…
－
。

そ
の
時
に
思
い
つ
い
た
も
の
で
す
」

　
材
料
の
わ
ら
は
、
し
め
縄
を
作

っ
た
残
り
の
も
の
を
利
用
さ
れ
る
。

　
「
ミ
ニ
わ
ら
ぐ
つ
は
、
一
冬
に

七
、
八
十
足
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
、
、
・
二
も
実
用
の
も
の
も
作
り

方
が
同
じ
な
の
で
、
手
間
は
あ
ま

り
変
わ
り
ま
せ
ん
」

大
き
さ
は
五
、
六
セ
ン
チ
く
ら

い
の
も
の
が
み
ん
な
に
好
ま
れ
る
。

　
「
表
の
編
み
目
の
と
こ
ろ
は
気

を
つ
け
て
い
ま
す
。
型
を
使
う
の

で
す
が
、
一
目
違
っ
た
だ
け
で
も

左
右
が
つ
り
あ
わ
な
く
な
り
ま
す
」

　
実
用
の
わ
ら
細
工
で
は
、
つ
ま

掛
け
以
外
の
履
き
物
は
す
っ
ぽ
ん
、

わ
ら
じ
な
ど
と
ひ
と
と
お
り
手
掛

け
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

　
「
今
度
は
、
履
き
物
の
中
に
竹

を
入
れ
、
壁
掛
け
用
の
花
瓶
を
作

っ
て
み
た
い
」
と
佐
藤
さ
ん
は
創

作
意
欲
を
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

植
木
に
囲
ま
れ
「
ミ
ニ
わ
ら
ぐ
つ
」
を

手
に
し
た
佐
藤
さ
ん
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浄化槽設置届け出は

　　3週問前に

　浄化槽法の施行（10月1日）

によって、トイレを水洗化され

る方には、浄化槽設置届け出が

義務付けられました。

　必要書類を工事着手の21日前

（型式認定浄化槽は10日前）ま

でに役場建設課（建築基準法に

基づく確認が必要な場合）、ま

たは保健衛生課へ提出してくだ

さい。

　必要書類は浄化槽工事業者が

備えていますので、ご相談くだ
さい。

　設置後の保守点検と清掃の義

務、それに放流水の水質検査義

務も科せられていますので、留

意願います。

臼色申告者の

　無料相談
税理士会が実施

　ミ税理士はあなたと企業の羅
針盤妻

　税理士会では、11月11日から

17日までの1週間、個人で事業

をしている人で青色申告を行っ

ていない人のために、記帳指導

を中心とした無料相談を行いま
す。

　ご希望の方は、最寄りの税理

士へおたずねください。

（関東信越税理士会十日町支部）

⑳⑦㊦、

　浄化槽設置者講習会

○日時　11月21日

　　　午後1時30分から
○会場　総合センター

魚沼高等職業訓練校で

生徒を募集
　県立魚沼高等職業訓練校では、

次により昭和61年4月入校の生

徒を募集しています。

〉募集訓練科

　電気施設科・測量科

〉応募資格

　高等学校卒業者（61年3月卒

　業予定者を含む）で、原則と

　して30歳以下の人

〉応募方法

＊すでに高等学校を卒業してい

　る人　　最寄りの公共職業安

　定所に申し込む

＊61年3月卒業予定の人　　高

　等学校の先生へ

※詳しいことは、北魚沼郡堀之

内町　県立魚沼高等職業訓練校

〔智02579（4）2410〕へお問い

合わせください。

霞

11月19日に
　年末調整説明会

　十日町税務署では、昭和60年

度年末調整説明会を次のとおり

開きます。

　源泉所得税の徴収義務者の方

は、指定の日に出席してくださ

い○

　説明会場で、説明書と年末調

整関係の諸用紙類をお渡ししま
す。

》日時　11月19日（火）

　　　午後2時から
》会場　川西町商工会館

新潟県の最低賃金
　昭和60年10月4日から、新潟

県内で働くすべての労働者は、

1日　3，367円

（ただし・時間給の労働者は）

1時間421円
が最低賃金となりました。

　　イ与電の
　　　　激・磁、

●11月26日（火）／午後1時か曽

　ら4時まで、田戸・越ケ沢．

この社会
あなたの税がいきている

11月11日～17日

　　　r税を知る週間」

’遡朋

　口
●．●　　　　●6●

V　　　くン

詞　、

　　■●G●唱　●

　　8亀r‘叙
）

税を知る週問・11月11日～17日

　毎日通勤、通学に使う道には、

見慣れた景色が広がっています。

忙しい朝などには、つい見過ご

しがちな道端にもちょっと目を

向けると、小さな花や草の実な

どがそのときどきの季節を感じ

させてくれます。

　ところで、私たちの生活の中

にも、いろいろなところで税金

が役立っています。道路、公園、

学校などにあなたの税金が使わ

れています。

　11月11日から17日までは、r税

を知る週間」です。この期間中、

税務署では私たちの生活に深い

つながりのある税金の仕組みや

使い道などを、皆さんに正しく

理解していただくために税金展

や税務相談など各種行事を計画

しています。

　十日町税務署では、期間中、

ライオン堂で中学生の入選標語

と図表や地酒の展示をしたり、

各種団体との懇談会を行います。

また、川西町の中央町では、14

日の夕刻に協力団体婦人部によ

る街頭チラシ配布を予定してい
ます。
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善

　
　
　
　
　
　
　
　
意

　
た
く
さ
ん
の
善
意
が
今
回
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

囹
一
般
寄
付
金

＊
庭
野
厚
志
さ
ん
（
十
日
町
市
）
か

　
ら
十
万
円

　
広
報
の
発
行
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
次
の
方
々
が
ご
寄
付
を
さ
れ
ま

し
た
。

＊
登
坂
泰
夫
さ
ん
（
東
京
・
板
橋
区
）

　
か
ら
九
千
三
百
円

＊
小
野
塚
益
造
さ
ん
（
東
京
・
北
区
）

　
か
ら
一
万
円

＊
増
形
貞
子
さ
ん
（
東
京
．
足
立
区
）

　
か
ら
九
千
百
六
十
円

＊
田
口
敏
義
さ
ん
（
東
京
・
大
田
区
）

　
か
ら
一
一
万
円

＊
平
野
益
雄
さ
ん
（
川
崎
市
）
か
ら

　
一
一
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

＊
蔵
品
芳
久
さ
ん
（
霜
条
）
か
ら
一
二

万
円

＊
木
の
芽
婦
人
学
級
（
千
手
）
か
ら

　
六
千
六
百
四
円

＊
門
脇
慶
淳
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
三

万
円

〔
訂
正
と
お
わ
び
〕

　
前
号
こ
の
欄
で
、
　
“
丸
山
利
7

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
“
丸
山
利
夫
”

さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
、
お

わ
び
い
た
し
ま
す
。

藤
巻
先
生
が

　
　
町
政
振
興
に
と
ご
寄
付

　
藤
巻
定
則
先
生
（
藤
巻
医
院
）
が
、

町
政
振
興
の
た
め
に
と
、
百
万
円
を

ご
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

防
犯
灯
を
二
灯

　
　
東
北
電
力
が
寄
贈

　
東
北
電
力
で
は
、
先
月
十
四
日
か

ら
二
十
三
日
ま
で
の
「
秋
の
サ
ー
ビ

ス
旬
間
」
の
中
で
、
防
犯
灯
の
寄
贈

や
電
気
安
全
点
検
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

和
田
十
日
町
営
業
所
長
は
期
間
中

の
十
七
日
に
役
場
を
訪
ね
ら
れ
、
町

に
防
犯
灯
を
二
灯
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

南
雲
助
役
に
目
録
を
渡
す
和
田
十
日

町
営
業
所
長
（
左
側
）
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謡マ露轡iイす声o響」じぐ・

〉小字3・4年男子〔1・5㎞〕1　　　　　　　　　　＿

丸虫英紀鮒9／17”i　町民マフソン大会
〉小学3・4年女子〔1・5㎞〕1

　　　　　　　　　　　　　　　丸山安紀子（橘小）10’18”　　1　　　　　．　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ
，〉小学5・6年男子「3・5㎞〕1　・　慧　、．　　．・　　　　駕　　・　　　　　　1
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第
十
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
先
月
十

三
日
、
川
西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ス
タ
ー

ト
．
ゴ
ー
ル
）
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
六
百
十
人
は
、
秋
風
に
す
す
き
の

穂
が
そ
よ
ぐ
農
道
を
力
走
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
川
西
町
体
育
協
会
の
表
彰
式

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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塩
分
を
減
ら
そ
う

　
塩
は
、
人
間
の
体
に
と
っ
て
た

い
せ
つ
な
も
の
で
す
が
、
取
り
過

ぎ
る
と
害
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち

が
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要

な
食
塩
の
量
は
、
一
日
に
一
グ
ラ

ム
く
ら
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
昧
覚
の
問
題
な
ど
か

ら
厚
生
省
で
指
導
し
て
い
る
一
日

の
塩
分
量
は
、
十
グ
ラ
ム
以
下
と

な
っ
て
い
ま
す
。

塩
分
の
取
り
過
ぎ
は
、
高
血
圧

に
な
っ
た
り
、
動
脈
硬
化
の
進
行

　
　
　
を
早
め
ま
す
。
肥
満
し
て

　
　
　
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
細

衡囎臨螺
胞
が
水
を
欲
し
が
り
、
水

分
を
抱
く
こ
と
に
よ
り
水

太
り
の
状
態
に
も
な
り
ま

す
。　

健
康
な
体
を
つ
く
っ
て

い
く
に
は
、
な
ん
と
か
し

て
日
ご
ろ
の
「
塩
辛
さ
」

か
ら
「
薄
味
」
に
慣
れ
る

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
塩
分
を
減
ら
す
コ
ツ
と

し
て
ど
ん
な
方
法
が
よ
い

か
を
考
え
て
み
ま
す
と
、

急
に
減
塩
食
と
い
う
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
か
ら
、

日
常
生
活
の
中
で
段
階
的

（
♂
6

ン

戸
’　

（

ミ

㊧
嚇

に
減
ら
す
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

①
汁
物
は
一
％
の
塩
を
含
み
ま
す

　
の
で
、
一
日
に
み
そ
汁
は
一
杯

　
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
つ
く
だ
煮
類
な
ど
塩
分
の
多
い

　
食
品
は
少
量
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
調
昧
料
を
何
に
で
も
か
け
る
習

　
慣
を
止
め
ま
し
ょ
う
。
し
ょ
う

　
ゆ
、
ソ
ー
ス
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
等

　
に
含
ま
れ
て
い
る
化
学
調
味
料

は
、
三
グ
ラ
ム
で
塩
一
グ
ラ
ム

と
同
じ
で
す
。

④
酢
の
物
料
理
は
、
塩
分
を
少
な

く
し
て
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

　
ま
す
。
塩
の
代
わ
り
に
酢
を
使

　
っ
た
料
理
を
多
く
し
て
み
て
は

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

⑤
漬
け
物
は
一
日
一
回
と
し
て
、

　
浅
漬
け
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑥
練
り
物
食
品
の
中
に
含
ま
れ
て

　
い
る
塩
分
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
以
上
の
こ
と
を
参
考
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
庭
で
、
こ
れ
な
ら
で
き

る
と
い
う
も
の
か
ら
実
行
し
て
、

薄
昧
に
慣
れ
て
く
だ
さ
い
。
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骨
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稲
架
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曲
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霜
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○
ま
ろ
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と
大
き
く
か
・
り
峡
の
月

萩
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い
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な
だ
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・
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温
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な

東
照
宮
陽
明
門
よ
暮
早
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駈
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る
用
多
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石
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1
月
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日
…
…
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n
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…
…
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ン
タ
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●
1
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月
2
7
日
…
…
…
総
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セ
ン
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ー
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1
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月
4
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

●
1
2
月
11
日
…
…
…
橘
出
張
所

訪
う
家
の
軒
に
五
鉢
の
菊
あ
る
と

初
し
ぐ
れ
鶏
頭
な
お
も
燃
え
続
く

同
病
の
友
の
計
を
知
る
秋
の
暮
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四
五
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吊
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あ
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湯
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い
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れ
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茄
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仙
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木
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前
の
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高
し
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櫓
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ぶ
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揺
れ
な
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赤
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川
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新
築
の
窓
に
置
き
た
る
秋
の
山

夜
学
す
る
子
と
母
並
び
針
仕
事


